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1. はじめに

最近、AutoML といった機械学習モデリング自動化技術の進展に伴って、データアナリストの仕事が淘汰され
るのではないかと議論を呼んでいる[1]。しかし、データアナリストは、より適切な意思決定のために、問題設

定、仮説構築、データ分析手法・機械学習モデリングの考案・検証、結果の解釈と考察、各部署とのコミュニケ 

ーション等、意思決定者を支援する様々なタスクに取り組んでいる。機械学習モデリングはその中の1 つであ
り、むしろ自動化技術はデータアナリストの仕事をスケールさせる方法だと著者は考えている。 

 上述の内容はデータアナリスト界隈の議論ではあるが、様々な主体の「意思決定」の連続によって、今日の世

界が形作られていると考えると、そもそも「意思決定」が語られているコンテキストを把握しておくことは、今

後の社会変化を想像する上で参考となる1 つの観点だと考えている。意思決定問題については、主に古くから人
文・社会科学分野で取り組まれてきた。ゲーム理論、メカニズムデザイン、オペレーションズ・リサーチ、社会

心理学、行動経済学、ビジネス・インテリジェンス等、関連しそうな分野を思い出していくと枚挙に暇がない。

また科学技術情報、ニュース、記事、SNS、書籍等といった情報媒体によっても語られている内容が異なるであ

ろう。 

 そこで本レポートでは、情報媒体の１つとして特許文献に注目し、そこで語られる「意思決定」に係るコンテキ

ストを明らかにする。具体的にはVALUENEX 株式会社が提供するTechRadar Vision を用いて、米国公開特許
公報をもとに、「意思決定」に係る技術開発動向、プレイヤー、エマージング技術等を把握する。 

2．分析母集団：何度か傾向転換はあるものの直近では 150-200件程度で推移 

 分析対象とした特許は、2001から 2019/10に公開された米国公開特許公報のうち(以降、特許と呼ぶ)、タイト

ル・要約・請求項に「decision mak?」を含むものであり、該当する件数は2,625件であった。なお、本検索式は、

decision making、decision makerといった単語の表記揺れを鑑みて、ワイルドカード「?」を使って検索式を組

んでいる。特許検索データベースはパナソニックソリューションテクノロジー社の PatentSquare を利用した。

図 1に件数推移を示す。2008年を境にこれまで増加傾向であったものが減少傾向に変わったが、2014年から増

加傾向に変化している。多少の上下はあるものの最近では毎年150-200件が公開されている。 

図1. 意思決定に係る特許件数推移 
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3. 全体俯瞰：シーン・技術別に集積し、直近では医療・機械学習・自動車・農業が活発 

 収集した意思決定に係る特許情報について、弊社のTechRadar Visionを用いてクラスター解析を行うことで関

連技術の全体像を俯瞰した。本解析では特許全文の相互の類似性に基づき特許の可視化を行っている。そのため、

類似性の高い特許は近くに、内容が異なるものは遠くに配置される。また軸の方向には意味は持たせておらず、全

体の配置が最適になるように計算している。その結果をカラーコンター表示で図 2に示す(以後、俯瞰図と呼ぶ)。

カラーコンター図は、特許件数が多い順に赤、黄色、緑、青、黒（ゼロ）となっている。なお、図中の赤い破線は

ある程度技術が集積している領域を示すアイキャッチである。 

この俯瞰図を確認すると、特許文献で語られている「意思決定」の多面的なコンテキストを把握することができ

る。大別すると「1. 意思決定のシーン (ビジネス、医療、ゲーム、自動車・交通、農業、オークション、金融取

引、航空、ショッピング、ICT管理等)」、「2. 意思決定に係る技術 (機械学習、ネットワーク活用、認知情報処理、

画像処理等)」、「3. 情報通信分野での用語 (無線通信、パケットルーティング)」等と整理できる。これらの領域で

使われる「意思決定」のコンテキストを特許例や具体的なプレイヤーを含めて表1に示す。 

 特許の時系列推移を可視化した結果をカラーコンター表示で図3に示す。2001年から2019年までの期間を4

区分に分けて表示した。なお、どの年次期間でも統一基準でカラーを表している。2001年から2005年は医療、

2006年から2010年にビジネスやゲーム、2011年から2015年に自動車・交通が活発化する。そして、直近の

2016年から2019年においては、自動車・交通、医療、機械学習、農業が活発である。 

 

図2. 意思決定に係る特許俯瞰図 
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表1. 特許文献で語られる「意思決定」に係るコンテキストの整理 

 

 

図3. 意思決定に係る特許の時系列推移 
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4．主要プレイヤー：全期間と直近における主要プレイヤーと関連領域の整理 

表2に2つの観点から抽出した主要プレイヤー、特許文書に使用している主な特徴語、俯瞰図で現れる主な領

域を示す。(a)は全期間(2001-2019）における件数が多い上位20者である。IT企業(IBM、マイクロソフト、

SAP等)、製造業(シーメンス、GE、ファナック)等がランクインするが、それぞれ注力する主な領域は異なる。

前者はビジネス領域、後者は医療や機械学習(産業機械制御への応用等)が挙げられる。一方、(b)は直近3年

(2017-2019)における件数が多い上位20者であり、直近活発に技術開発しているプレイヤーが分かる。全期間の

上位20者ランキング(a)にはランクインしていないプレイヤーを青で塗り潰しており、上位層は(a)と顔ぶれはあ

まり変わらないことが分かる。一方で、件数は少ないものの、ITサービス・コンサル (TATA、WIPRO、

NEC、アクセンチュア)、自動車 (フォード、トヨタ・リサーチ・インスティチュート)、スタートアップ 

(GREENLIGHT FINANCIAL TECHNOLOGY、LOVEN SYSTEMS、SUPPORTED INTELLIGENCE)等

が新しくランクインする。表3にこれらの新しい顔ぶれのプレイヤー事例を示す。NECとトヨタは自動運転・

運転支援技術であるが、TATA、アクセンチュア、LOVEN SYSTEMS、SUPPORTED INTELLIGENCEは機

械学習を活用したビジネス・戦略における意思決定支援に注力していることが分かる。 

 

表2. 主要プレイヤー 
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表3. 直近3年上位20にランクインしたプレイヤー事例 

 

 

5．エマージング領域：「データ・機械学習活用」のドメイン特化 

図4にエマージング領域(赤い四角)の抽出結果を示す (特許タイトル例、特徴語上位5つ、主要プレイヤーを

例示)。これは俯瞰図をメッシュ状に分割し、メッシュ毎に特許件数推移を集計することで抽出している。産業機

械、自動車、農業、金融取引、ビジネスの各領域で抽出されたが、「データ・機械学習活用」が共通項だと考え

られる。各領域でプレイヤーの顔ぶれも異なることから、データ・機械学習活用がドメイン特化型で進化してお

り、各ドメインでの最先端の取り組みとプレイヤーをウォッチしておくことは重要である。 

具体的には、E1は自動運転・運転支援技術であり、フォードやトヨタ等の自動車会社は当然ながら、APPLE

も技術開発をしている。E2は意思決定への機械学習活用であり、2012年に創業した米・SUPPORTED 

INTELLIGENCEが積極的に特許出願している。E3は産業機械への機械学習活用であり、ファナックが集中的
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に取り組んでいる。E4は購入承認プラットフォームや取引リスク検知等であり、金融サービス企業が取り組ん

でいる。例えば、2014年に創業した米・GREENLIGHT FINANCIAL TECHNOLOGYは子供向けデビット

カードサービスを展開している企業である。E5 はSNS情報等を活用したビジネス・インテリジェンスであ

り、例えば、Linkedinを買収したマイクロソフトはLinkedin情報を活用したセールスリード(意思決定者)探索

等に取り組んでいる。最後に、E6は自律農業ロボットであり、個人発明家の特許が抽出された。 

 

 

図4. エマージング領域 
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E6. ⾃律農業ロボット

(20190133024) AUTONOM OUS 
AGRICULTURAL ROBOT (AGBOT) FOR 
DECISION M AKING AND COURSES OF 
ACTION CONSIDERING REAL-TIM E 
CONDITIONS

特徴語:farmer, crop, ag ricultural, 
harvest, p lant

プレイヤー: GERRISH STEVEN R.

E5. SNS参加者の意思決定者等の属性情
報活⽤(Linkedin等)

(20160063560) Accelerating  
engagement of potential buyers based 
on big  data analytics

特徴語:member, social, company, entity, 
content

プレイヤー: M ICROSOFT, DECISION 
M ANAGEM ENT SOLUTIONS

E4. 購⼊承認プラットフォーム、取引リスク検
知等

(20170046758) Payment Approval 
Platform

特徴語:transaction, merchant, payment, 
card, purchasing

プレイヤー: GREENLIGHT FINANCIAL 
TECHNOLOGY., JP M ORGAN CHASE 
BANK, BRIGHTERIO

E1. ⾃動運転・運転⽀援技術

(20190129432) SEM ANTIC OBJECT 
CLUSTERING FOR AUTONOM OUS 
VEHICLE DECISION M AKING

特徴語:vehicle, sensor, road, driving , 
lane

プレイヤー: FORD, TOYOTA, APPLE

E2. 意思決定機会評価への機械学習活⽤

(20190244299) SYSTEM  AND M ETHOD 
FOR EVALUATING DECISION 
OPPORTUNITIES

特徴語:state, reward, rewards, transition, 
index

プレイヤー: SUPPORTED INTELLIGENCE

E3. 産業機械への機械学習活⽤

(20190294153) DRIVE APPARATUS 
AND M ACHINE LEARNING APPARATUS
特徴語:state, machine, learning , reward, 
action

プレイヤー: FANUC
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